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三　崎　の　天　気＊

栗　原　善　作

　1．　緒　　言

　遠洋漁業の根拠地となっている三崎港を中心として，

業者の気象えの関心も強く，要求も仲々多い．神奈川県

漁業気象協会が設置されてから，サーヴイスの一環とし

て天気予報を発表しているが，その参考として三崎の天

気について統計的な調査をした．

　なお資料として神奈川県水産試験場のものを利用させ

て戴いた．

　2．　三崎と横浜の天気の比較

　三崎は横浜から南方約35kmのところにある．この程

度のへだたりでは，ごく局地的な現象を除いて，あまり

天気の違いはあらわれないのが普通であるが，一応検討

してみた．検討の仕方も問題であるが，ここでは「近代

気象調査注」（1）の天気の調べ方に準拠した．即ち，雨天

日を，日雨量1．Omm以上の日，その他の日を晴天日と

し，1952年から1960年の9年間（総日数3288日）の，雨

天および晴天日の日数，割合を横浜および三崎にっいて

計算すると第1表のようになる．

　10日のうち2～8日が雨天であとの8～7日が晴天の

割合となっているが，最初予想したとおり，横浜と三崎

の間の差はでていない．さらに詳しくみると，雨天日数

は梅雨期の5，6月と秋森期を含む9，10月に多く，

所謂太平洋型の天気傾向を示しているのがわかる．次に

大　滝　俊　夫＊＊

三崎の資料から晴天および曇天の日数と平均雲量との関

係および天気の持続性について調べる．

　5．　平均雲量と晴天および曇天日数との関係

　降水現象に関係なく，雲量だけによって，雲量2以下

の日を晴天，雲量8以上の日を曇天として，それらの日

数を夫々，6およびo，期間の全日数をπ，平均雲量を

Cとすると，

　　　　　　　　c一（o房o）×δ＋α

なる式が成り立っことが確められている．三崎の揚合に

は，第1図に示すとおりで，最小二乗法によって定数

σ，δを決定すると，

　　　　　　　　α＝5．80，　δ＝3．34
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となる．

　4．　天気の持続性について

　天気の持続性については，色々の人が調べ興味ある結

果を発表しているが，ここでは，ケッペンの方法，およ

び藤原博士等の方法によった．

　雨晴晴雨の場合，晴が2日続いたということにする

と，三崎における9年間の計算値は次表のとおりであ

る．今，雨天の確率をカとすると晴天の確率は1一力で

晴天が鬼日つづく確率はカ2（1一力）・で与えられる．従

って全期間N日中にn日晴天でつづく回数は
　　　　　　　蕊＝ノ〉・カ2（1一ρ）η

となる．同様にして雨天がπ日続く回数は

　　　　　　　〃1占＝N・」Pπ（1－P）2
である．

　第2表中，計算値と実際の回数が違うのは，晴天と雨

天が全くアトランダムにならべられているという仮定が

成り立たないためで，実測値が計算値からずれているほ

第2表　晴天および雨天の持続する確率
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どこういうことが言えるわけである．実際に，計算値と

実測値をプロットしてみると，晴天日については持続傾

向がみとめられるが，雨天日についてはあまり持続傾向

があるとはいえない（第2図）．これは藤原博士等が提出

した概念である天気持続係数からも確められる．天気持

続係数というのは，雨天の確率をA，雨天の翌日がまた
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雨天である確率を．Bとすると

　　　　　　　　　　　　β　　　　　　　　　　五＝＝一
　　　　　　　　　　　　A

で定義される量で，これが1より大きければ，持続性が

あり，小さければ持続性のないことをあらわす．三崎に

おける雨天の持続孫数は年間ほぼ0．3位であり，雨の翌

日には雨のふる確率は小さいことをあらわしている．

　さて実際に，過去の資料から天気持続日数が月別にど

う変化するか調べてみると，春季における晴天持続日数

は，1日が最も多く，夏季は1乃至3日，秋季は1乃至・

2日，冬期は3日程度となっている．雨天日数について

は，何れの季節でも1日に最大頻度を示している．

　さらに天気型についての統計の・一例として北高型にっ

いて調査してみると次表のとおりで

冬と秋に晴天日数（定義の関係上，曇天はこれに含まれ

る）の持続性が認められる．

　北高型における天気　　　　北高型における天気
　　持続日数（春）　　　　　　持続日数（夏）
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北高型における天気
　持続日数（秋）

三　崎　の　天気

北高型における天気
　持続日数（冬）

持続日数
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5．風について
風は最も地形の影響をうけやすい．三崎付近の谷の走

向は略々北東にのびており，全年のウインド・ローズも

これを裏書きしている（第3図）．さらに精しく調べる

と，9月から3月頃までは北東成分が圧倒的に多く，

4月～6月は北東風および南西風が略々同じ位，7月，

8月は南西から南の風が圧倒的に多くなっている．これ

騨

パ
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－
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　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　第3図　風配図（全年）

を横浜のものと較べると（2），三崎の北東を横浜の北乃至

北々西に入れ換えれば南の風についてはそのままにして

上と同じ様な傾向が認められる．

　試みに暖候期に高気圧におおわれた時だけの毎時の風

向，風速資料から調和分解によって風速の東西成分％

および南北成分∂を求めてみると

　％＝0．9＿0．1cos卜0．4cos2ヱ＋0．6cos3レ0．1cos4κ

　　　　十〇．2cos5劣十〇．6sin∬十〇．8sin2κ十〇。3sin4劣

　∂＝一〇．8＋1．3cos劣＋0．1cos2∬＋0．4cos3∬＋03cos4κ

　　　　　十〇．1cos5x十〇．2cos6π十2．8sinx十〇．5sin2∬

　　　　　十〇．3sin3∫十〇．3sin4北十〇．2sin5∬

　　但「し∫ニ300x（時刻一1）

となり，1日周期およぴ半日周期のものについてみる

と，1日周期のものは略々海陸風の変化をあらわし，局

部的な熱的地形の影響をあらわしていると考えられる

18

が，朝の11時，夜の23時が　北よりの風と南よりの風の

交替時，朝の5時と夕方の17時は夫々陸風（北よりの

風），海風（南よりの風）の最盛時にあたっている．ま

た風向変化は時計まわりである．半日周期では　主軸が

東北東から西南西にのび，5時，17時及び11時，23時が

最も風の強い時刻になっている（第4図）．

　次に地上天気図の等圧線の走向および間隔から，地衡

風向と風速を計算し実測風と比較「してみると，実測風向

は気圧傾度方向と平均的に約50～600傾いている．なお・
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第4図　平均風のベクトルと調和分解

実測風速の傾度風速に対する比率を風向別にとって分布

図を作ってみると割合よくまとまった型となるが，こ

れは平均的なもので，±20％の誤差が含まれている．

　実験式であらわすと（括弧内は横浜）

　　地衡風向　NE－E－ESE－SE　では
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卿

1》四

　　　　　　zフニ0・40∂9　（∂＝0．52∂9）

　　SW－S－SSE　では
　　　　　　∂ニ0・70∂9　（∂＝0。42∂9）

　　NW－N　では
　　　　　　o＝0・42∂9（∂＝0．64∂9）

　　WNW－W－WSW　では
　　　　　　o＝・0．71∂g　　∂g≦20m／s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∂＝0．43∂9）
　　　　　　＝6＋0．42∂gz，9＞20〃

　ただし，∂，09は夫々実際の風速と地衡風速をあらわ

し，，単位はm／sにとってある．これから，平均的にみ

て，三崎の風速は横浜の風速にくらぺ北よりの時は弱く

南よりの時は20％位強まり，海上の風と略々同程度にな

ることがわかる．又この図から山を背負っている北東風

は，海から吹走してくる南西風にくらべはるかに比率が

小さくなっているが，これは摩擦の影響によるものであ

ろう．

　6．　強風について

10m／s以上の強風の月別の発現頻度では第3表のとお

り，寒候期から暖候期はじめにかけて多く，風向は殆ん

ど西乃至南西である．

第3表　強風の月別発現頻度分布

κ　総　　ε　　εε　　s　‘，》　hノ　κ紺

　　　　地衡凪の凪向

　　第5図　地衡風と実測風

月い234567891・1112
回数144374545412521261932283ナ

最大風速の出現時刻の分布では，夜半頃最も多くなって

いるが，風向別にみると，西乃至南西では夜半および15

時前後・北東では10時前後に最も多くなっている（第4

表）．

　最大風速を階級にわけて，頻度分布を調べてみると10

～14m／s位のものが多く全体の約50％をしめている．

（第5表）

第4表　強風の時間別発現頻度分布
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A：標本400例における最大風速

C：WないしSWの最大風速
B：　最大風速13m／s以上

D：NEの最大風速
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第5表　階級別最大風速の出現回数

風剃 　　　10．1～　　11．1～
10．0
　　　　11．O　　　　I2．0

12．1～　　13．1～　　14．1～
　13．0　　　　14．0　　　　15．0

15．1～

　16．0

16．1～

　17．0

17．1～　　18．1～　　19．1～
　18．O　　　　I9．0　　　　20・0　　　　10・1＜

回釧 5 77 62 43 57 33 23 23 33 13 12 19

第6表　強風の原因別発生度数分布

一　原　因
季　節

台　　　　　風

太平洋低気圧

日本海低気圧

日本海の谷（南高北低）

前線通過
季　　節　風

そ　　の　　他

春

42

57

19

7
4
1

夏

18

6
31

11

6

秋

14

22

19

5
7
7
5

冬

2
16

40

8
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●最大巧睦の匙つ局致

　釜箆の中心位置

ナ勧こ榊凧臼

　　　　第6図　日本海低気圧と最大風速

継続時間については，15～25時間位のものが多く，30

時間をこえることは少ない，風向別では南西風や西風は

15m／sをかるくこえるが，北東風では高々12m／sとなっ

ている．

　なお強風の出現する天気型は，第6表のとおりで，

強風の大半をしめている西乃至南西の風は西高東低の冬

型気圧配置あるいは日本海低気圧の場合が全体の50％を

しめている．日本海低気圧の場合は風向は南西で，最大

風速は能登半島付近から秋田沖までの間に中心がある時

に起る（第6図）．

　7．　結　　語

　三崎における天気と風についての主として統計的な調

査結果をのべた．天気の統計にしても晴天と雨天にわけ

ただけでは横浜との差違はみとめられなかったが，もっ

と精しくわけ，さらに時間的に吟味したら局地的な特性

もでるのではないか，又，風の調査にしても，ケースバ

イケースの蓄積によって物理的な要因を浮き彫りにしな

ければならなかったなど色々反省される点も多いが，将

来えの礎石として発表「した次第である．終りに，常日頃

ご指導とご鞭捷をいただいている横浜地方気象台久保前

台長，生沼現台長ならびに資料の提供をいただいた神奈

川県水産試験場の小金井調査研究科長に感謝の意を表す

る．
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訂正　Vo19．No9「台風の転向点と二層気流の対応について」の論丈の中に誤りが

　　　　　ありましたので訂正します．
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右上6

誤

未だ不明にして……適中率は
まだ困難を伴う場合が多い
（第1～6回参照）
27δN南から
使用すとよい
第2回丁5906
27。N度以南
w＿1y　場合

上層風のは
キーポイγト　なって
見るとの風向
時間的な程度は
量要な要因

正

20

」

未だ適中率は
まだ困難な場合がある
（第1～6図参照）
27。N以南力・ら

使用するとよい
第2図丁5906
27。N以南
w－1yの場合

上層風は
キーポイソトになって
見ると風向
時間的な精度は
重要な要因

職天気”9．12、


